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15 歳  未 満  

15 ～ 64 歳  

65 歳  以 上  

65歳以上単身世帯 

課題－地域の高齢化・単身化 

定年後、地域で過ごす人が増える 

シニアの1人暮らしが増える 

地域で効果的
に協力しあえる
仕組みがない 
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解決策の案 

アメリカではVillage Modelが全米に広がっている。 

各人のニーズに細やかに答えるための地域の仕組み 
住民が運営する住民のためのＮＰＯ 
会員へのコンシェルジェサービス 
会費制 

コンシェルジェ 

会費・依頼 

紹介 

住 民 企 業 

仕 事 

•住民ボランティア 
•企業のサービス 
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試行ーフィールド 

千葉県柏市大室 花野井地区 柏ビレジ 

– 1980年から東急不動産が分譲（建築家 宮脇檀） 

–約1600世帯、5000人 

– 50、60代が中心 

–柏ビレジ自治会・柏ビレジ活性化委員会が活躍 

–毎週土曜日に回覧を発信 

–自動車がないと不便 

 

 

5 



シンポジウム 

•住民の方と地域の課題を共有し、協力者
を集めます。 

アンケート調査 

•住民の意向を数値で表現し、参加しやす
くします。 

ワークショップ 

•住民自らの力で課題解決の方法を見出し
ます。 

試 行 

•住民が考えた方法を実施しながら改善し
ます。 

試行ー計画 

発表範囲 
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結果ーシンポジウム 

60代、70代の男性は地域課題に関心が高い 

自治会主催のシンポジウム「今後の柏ビレジを考える」への出席者の傾向 
（39名からのアンケート結果。実施日：2012年3月17日（土）） 
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結果ー参加者が使った申し込み手段 

メール 

24% 
手書き（ポスト）７２％ 

手書き（FAX）４% 

手書きを好む傾向があった。 

•より手軽で確実な手段が選ばれた（参加者50名） 
•紙での回覧、投函先が徒歩圏内であることも影響あり 
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結果ーアンケート 

地域に貢献したいという思いは男女とも同じ 

提供したい 

提供したいと思わない 

無回答 

Ｑ．地域の人にサービスを提供したいと思いますか？ 
（ 回答者：591名 男性282名、女性307名、性別無回答2名） 

４１％ 

５１％ 

８％ 

提供したい人：男性回答者の44.3％、女性回答者の40.1％ 
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結果ーワークショップ 

男性も女性も、活動しやすい環境が整えば熱心に活動 

ワークショップ： 
•企画：矢冨東大特任研究員 
•日時：木曜日の午後 
•期間：隔週に6回実施 
•内容：講義の後に、議論を実施 
 
•女性13名、男性25名 
•９割がメールを利用 
•仕事の時間を工面して参加し
た男性も存在 

 
 

多様な人が参加しやす
い環境の整備が重要 
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今後の展開 

情報共有方法のスパイラルアップ： 

コアメンバーを中心にスマートフォンや、クラウドを
使った、より便利な情報共有を試す。お互いに教え
合いながら、より多くの人が利用できるようにする。 

 

安定性のスパイラルアップ： 

 運営に必要な予算を得られるような、仕組みやサー
ビスを構築する。 

住民と共に打ち合わせを重ね、 10月からの試行を目指す。 
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（参考）アナウンスの方法ーチラシ 
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（参考）経過ー試行実験 

機能のスパイラルアップ：介護や孤独のストレス解消 

 

（住民）地域とはつながっていたいけれども、介護中でほとんど活動できないの
で、やめようと思う。介護のストレスがたまってノイローゼになりそう。 

→ 気分転換のために、メールで情報を送り、都合のよい時にだけご参加頂く。 

 

情報共有方法のスパイラルアップ：多様なＩＴリテラシーに対応、かつ、簡便な
情報共有手 

 

（住民）私は、メールは使いませんので、電話かＦＡＸでお願いします。 

→ 10名以下のグループに分けて、情報共有担当者を決め、メンバーのＩＴリテ
ラシーに合わせた手段で情報共有を実施。 

試行中のコンシェルジェに寄せられた意見をもとにした
スパイラルアップの例 
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